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（午後　１時３０分　開会）
■日程第１　会議録署名委員の指名について
　教育長が、本会議の会議規則第６条の規定に基づき、竹田教育長と委員の中から１名、大久保委員を指名。
■日程第２　会期の決定について

　

教育長から、本会議の会期について１日でよいか意見を求める。
<質疑>
○　委員　　　　　１日で了承。
■日程第３　平成３０年第８回（定例会）東かがわ市教育委員会会議録の承認について
　学校教育課長から会議録について説明。
<質疑>
○　特になし。
■日程第４　教育長報告

　竹田教育長から、８月（７月２７日から８月２４日）に出席した行事等について報告。
　また、今後の予定について報告し、質疑を求める。

<質疑>
○　特になし。
■日程第５・６　議案　第１号　東かがわ市認定こども園条例の一部を改正する条例の制定について
　　　　　　　　議案　第２号　東かがわ市立学校設置条例の一部を改正する条例の制定について

　子育て支援課・古井主査、学校教育課・久保課長が説明。

<質疑>
○　坂東課長　　　　関連事項の補足をいたします。私立の白鳥保育園が保育所で運営をしておりますが、平成３１年４月に保育所型の認定こども園に移行する旨、連絡がありました。白鳥保育園は９月に保護者に向けて説明会を行う予定であると聞いております。

○　向山委員　　　　保育所型とはどんなことですか。
○　坂東課長　　　　幼保連携型認定こども園は学校と児童福祉施設、両方の性質を法的に持っています。保育所型は児童福祉施設プラス教育機能の位置づけで、職員の資格は、幼保連携型認定こども園の方は、学校教育と幼児教育を一体的に実施するとしており、保育教育幼稚園教諭と保育士資格の両方が必要ということになっていますが、保育所型につきましては両方が望ましいとなっており必須とはなっていない。内容的にも差違が無いということになっています。
○　向山委員　　　　９月に広報で周知するんですか。

○　坂東課長　　　　保護者向けの説明会があると聞いています。広報に掲載する予定はありません。
○　教育長　　　　　丹生こども園の施設の関係で、こども園に移行できないという話もあったと思いますが、それはクリアできているのでしょうか。

○　坂東課長　　　　認定こども園と丹生こども園が運営している一体型の違いは、子育て支援室があるかないかというところであります。これは、地域の未就園児が保護者と一緒に来て一緒に遊んだり、相談をするといった機能があるもので、その整備を今年度こども園のほうで実施し、来年度からの開園準備を行います。

■日程第７　議案　第３号　平成30年度９月議会提出「平成30年度教育関係補正予算」

について

　学校教育課・久保課長が説明。

<質疑>
○　向山委員　　　　海外交流事業の参加者自己負担額の80万円を、人数で割ると１人５万円ですがどのように算定したのか教えて下さい。

○　久保課長　　　　予定では４泊５日の日程で考えています。

移動に前後１日間かかります。実際に交流や活動するのが３日間程になります。５日間の費用として旅費、宿泊費５万円くらいであれば負担していただけるかと思い全体で交通費１人あたり１９万円程の予定ですので、３分の１程度で５万円の予定にしております。

○　大久保委員　　　中学生の海外交流ですが対象学年は２年生ですか。

○　久保課長　　　　はい、対象学年は２年生です。1年生ですと勉強を始めて間もないですし、３年生は受験も控えているということ、今回交流で向こうから来たのが2年生でした。

○　山本委員　　　　時期的にはいつ頃ですか。

○　久保課長　　　　確定ではありませんが、冬休みが始まる12月23日頃から４泊５日程度で考えています。
○　教育長　　　　　今、まだ行き先は決まっておりません。北京は非常に寒く、マイナス20度30度ですので、こちらと50度近く違います。南の海南の方が気候もよいので活動がしやすくいろいろな体験がしやすいそうで、これから行き先を含めて決めて行きます。

○﷒　山本委員　　　　集団登下校でのスクールバスの３キロメートルの区切りですが、子ども会単位なのか集団登校班単位ですか。
○　久保課長　　　　基本的には集団登校班の単位を１つとします。大きな単位では子ども会の中で何班かに分かれております。最終的には班の位置づけになります。今は班が編成できないので、大きい単位で班編制をされているのが現状です。

○　山本委員　　　　近くに対象になっているところがあっても、それは同じ登校班でなければスクールバスには乗れないということですね
○　久保課長　　　　そうです。最終的にはどこかでラインを引かなければいけませんので、PTAからの要望書が出ており、それもふまえてしっかり協議をして決めていきたいと考えております。

○　教育長　　　　　今のエリアや乗降の場所など、しっかり協議をしながら進めたいと思います。
○　久保課長　　　　併せて通学路の話が出ましたので、通学路につきましては統合に併せて、三本松小学校、大内小学校の関係者、警察、長尾土木事務所、国の機関も含めて、三本松駅前から学校までのあいだの安全点検をしております。その中で、国道から1本北側の手前の旧道を登校する場合と検討しましたが、水路があり幅が狭かったり、朝の時間帯にはわりと抜け道になるので車輌も多いことが確認できました。今のところ保護者との協議で、歩くことになっておりますが、国道を渡って広い歩道を歩く方が安全だろうとことで、最終的にはPTAの確認をしていただいてから通学路を選定いたします。9月8日の土曜日が参観日になっておりますので、その日にPTAと協議のうえ車輌も含めた通学支援の確認をしたいと思っております。
○　山本委員　　　　確かに旧道は危ないですね。
○　教育長　　　　　狭いし水路があるので危ないです。また、ひとの駅付近の旧道交差点あたりも危ない所です。

○　向山委員　　　　車もよく通っていますね。関係者と充分連絡をとり、保護者の意見も参考にしながら決めていただきたいと思います。

○　樫原委員　　　　通学バスは新しく1台購入すると全部で何台になりますか。

○　久保課長　　　　現在、７台なので８台になります。白鳥が統合しますと福栄にさらに２台、本町に１台、必要ですので全部で11台になります。最後は委託になるかもしれません。

学校については災害等で急に帰ることになる場合もありますので、そんな時はこちらも混乱します。台数が多くなると調整が難しくなるのが現状です。計画的な運行ができるかどうかが心配なところです。

○　山本委員　　　　8台もあるので、もっといろいろなところで有効活用できればいいですね。

○　久保課長　　　　マイクロバスも学校の統合に併せて購入する場合、国の補助を受けることができますが、補助を受けると通学用のバスなので、一般の方が乗るのは禁止されます。そのあたりの調整が難しいです。今、有効活用としては、生徒が校外活動や部活動で使用するなどには使うことができます。

○　向山委員　　　　社会体育などでも使えればいいのですが。

○　教育長　　　　　一般の方からも有効利用の意見が出ていますが、市が単独で購入できれば制限も無くなりますが、予算の関係等もありそれは難しいです。
■日程第８　報告　第１号　スポーツ少年団運動会について
　生涯学習課・中川副主幹が説明

<質疑>
○　特になし。
■日程第９　報告　第２号　Ｈｉ－Ｅｃイングリッシュキャンプ及び夏休み英語クラブ等
の実績報告について
　学校教育課・土井主事、岸本副主幹　説明
<質疑>
○　山本委員　　　　資料11ページ、アンケート結果で、外国人講師が「期間が１週間あれば更に質の良いものになる」とあり、生徒のアンケートでは、「３日間はとても短い」とあります。次回は、１週間程度に延ばすことはスケジュール的に可能ですか。
○　久保課長　　　　指導はＡＬＴに委託しますので、可能ですが、生徒の方が忙しいので、３日間長くすると参加者が減ると思われます。
○　教育長　　　　　基本的には使える英語で、理想はやはり今、クラブに入っている子は、Hi-Ecの延長でこれを受け、３日間しっかりできればいいかなと思います。

○　久保課長　　　　昨年も同じ傾向で、夏このキャンプをした後にHi-Ecの参加者が増えました。今回もこの後9人参加していました。これをきっかけにやりたいという意識が高まってきており、アンケート結果に出ているとおりだと思います。時間が短いと感じるのは楽しいからだと思うので、これをまた次に繋いでいくということも大事でないかと思います。今後も工夫して実施していきたいと思います。
■日程第１０　報告　第３号　北京市海淀外国語実験学校との国際交流事業実績報告について

　学校教育課・久保課長　説明

<質疑>
○　山本委員　　　　８ページのアンケートで「ホームステイの交流はどうだった」かというところで、よかったが100パーセントですがこれは非常にすばらしい結果であると思います。
○　向山委員　　　　この結果は周知しないのですか。良い機会、きっかけづくりになると思うのですが。

○　大久保委員　　　休み期間中にいろいろな行事があったことを、夏休み明けの始業式にでも皆に向かって広報してもらうという機会をとってもらったら、より広く周知できて来年に繋がるのではないかと思います。

○　久保課長　　　　学校の方はＨＰにすぐにアップしていただいたりしているので、また実績を皆さんに分かっていただけるような方法も考えていきたいと思います。

■日程第１１　報告　第４号　平成３０年度（平成２９年度対象）東かがわ市教育委員会の事務の点検及び評価についてを議題とする。
　学校教育課・十河主査　説明

<質疑>
○　向山委員　　　　１５ページ、指導者の高齢化の問題が上げられているが、これは全てに関していえるのではないかと思います。年配の方も参加していただいたらいいのですが、やはり指導者の高齢化が進んでいるので、そのあたりも提言していただけたらと思います。21ページの「楽しい英語」から「使える英語」にということで実践もさることながら英語検定なども個々の目標として取り入れてもいいのではないかと思いました。５２ページ、ネットトラブル等ですが、支援センターの事業や企業などでも実施しているので、このあたりについて、分析していただいて提言していただけたらと思います。
○　山本委員　　　　36ページ、こどもＳＯＳ事業の今後の取り組みで、前年度の反省で高齢化と少子化により設置が減少しているので、次年度は自治会など地域へ働きかけ、市内の全域で募集していく。となっていましたが、このあたりは自治会で新たに増えたところがあるのでしょうか。

○　教育長　　　　　今まで通学路の沿線という視点だったのが、それ以外にもひとつのエリアとして考えていこうということで、自治会全体で相談してもらっています。
○　山本委員　　　　その結果どうなっていますか。

○　久保課長　　　　取り組みとしては、こども総合支援センターの所長が自治会を含め各会合へ行き、機会を捉えてはお願いに回り、一昨年に比べ昨年はかなり取り組みましたが、数字だけを見ると伸びているかどうかは、なかなか難しいところです。
○　中川課長　　　　通学路の変更や子供の減少で減っているのが現状ですが、通学路だけでなく、もう少し市全体で広く見ましょうということで、自治会になげかけたり、いろんな地域に投げかけ努力している状況です。

○　大久保委員　　　21ページですが、結果があれば子供達の励みにもなり、スピーキングに強くなるプログラムを実施するとありますが、みんなで自分の意見は英語で発表する会を設ければ、更に励みになるのではないかと思いました。５・６ページにあります親育ちプログラムやベビープログラムなどは、地域みんなで育てる、その前に家庭で保護者が育てるために、いろんな良い取り組みをしているので、ますます続けてほしいと思います。

○　樫原委員　　　　7ページの放課後児童健全育成事業ですが、昨年は、利用登録者数が増加しているので、利用料が2,000円で金額を上げた方がよいのではと資料にありました。今年はどうですか。

○　久保課長　　　　利用料金は変わってないように聞いています。

○　樫原委員　　　　18ページ、保幼小連携事業ですが、合同研修会が行われているとありますが、恵愛の職員も入っているのですか。

○　教育長　　　　　何回か参加を一緒にしたり、別の機会に参加したりということは聞いています。
○　樫原委員　　　　公立と私立であっても子供は一緒なので、一緒にしてもらしたいと思います。

○　久保課長　　　　白鳥地区については子育て支援課とも話をしています。民間のこども園の部分と小学校との連携をどうするか。いま小中の連携の会を持っていまして、プランを立てていただいています。作成中のプランに幼稚園、こども園の部分をどのように繋げていけるのか今後、子育て支援課と調整していこうと思っております。

■日程第１２については非公開とする。
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